
お客様、沿線にお住いの皆様とともに07

2 事故を防止するための安全啓発活動

沿線の小学校を訪問して、踏切の仕組や正しい渡り方、

ホームで電車を待っている時の注意点、車内でのマナー

等に関する安全啓発活動を実施しています。

● ホームページのアクセス容量を増強して、異常時にはいつでも安定した情報提供ができるように努めています。

● 阪急沿線アプリでも運行情報を発信しています。

ドライバーや歩行者に対して安全確認の協力を呼びか

けて啓発グッズをお渡しするなど、直前横断、無謀通行、

運転操作の誤り等に起因する踏切事故の防止に取り組

んでいます。

沿線の小学校における安全啓発活動01 踏切事故防止キャンペーン02

情報発信体制の強化01

3 異常時の情報発信
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携帯情報端末の活用による多言語対応などの取組を推進しています。

各運行情報配信手段の多言語化を実施しました。

日・英・中・韓

日・英 行先表示器のテロップ

● 車掌の携帯情報端末に搭載したアプリ（AmiVo ice）を活用して、車内放送による運行情報のご案内

（運転見合わせ時）を、多言語（日・英・中・韓）で行っています。

● 2020年3月より、通常時ならびにダイヤ乱れ時における、多言語（日・英・中・韓）での運行情報のご案内が

可能な多言語放送装置の導入を開始し、順次、車両への設備工事を進めています。

● 2020年度より、輸送障害が発生した際に、車内の案内表示器を用いて、運行情報の配信を開始しました。

多言語放送装置の操作器（運転室内） 輸送障害時等における車内案内表示の例

● 運転本数間引き（走行している種別を明確にして配信）と

運転見合わせ予告、運転見合わせ区間拡大予告（雨量に

よる規制時）などを配信します。

● 台風到来時には、2日前頃から運転見合わせの可能性な

どの情報を配信します。

現在の運行情報だけでなく、運転再開見込みがイメージしやすいように運行の見込み情報などを

タイムリーに発信しています。自然災害発生時、計画運休を含む情報配信を実施します。

運転見合わせまで

● 運転再開の目途が立たない旨、運休中の対応内容（試運

転列車で点検中、運転再開見込み時間）、翌日の運行予

定（平常通り運転、翌日も影響が出る可能性）などを配信

します。

運転見合わせ中

異常時における訪日外国人への情報発信03

発信する情報のタイミングと内容02

ホームページ、駅自動放送、お客様ご案内ディスプレイ、車内自動放送、車内案内表示器
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